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『社会主義経済の諸問題』
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コ~~｝は1959~1！.ヅルシキソで出版されたポーランドMtl涯

を1962年二 A ーデリーから改訂英;1!fJ涯とじC!Ill医された

ものであるc内容は14の各附別rm紅iを取り』放っているこ
とから考えて， 19591irまでに専門雑誌に発去された代－≫

的論文を鎮めたものと解される。

14.の論文が取り扱う！日J/ifilはさ’わめて！ぷ（向田に及ぶもの

であることと，木；日を理解するにはこの汗去をなるポー

ラン 1：経済およびポーランド労働党の雌先の知識が必要

であることから，評者が名f:{j地．を匹1別的：三紹介論評する

ことはできない。評者が当1uil対心をもっ中闘に照らしつ

つ， 2, 3 の問問lこ 1.（~点を合わせてw介 L，論評を飢え

fこい。

まず企体の14の論文はつまりようなものであるD

(1）社会主義経済学 ランゲ

(2) 社会主義経済における奇｜悩の役割 ランゲ

（功社会主義建設の基本！問題 ランゲ

ω 社会主竣工業化の滞目H国 ラトユススキー

。） :ll諜発展と声1民所得との関係 ヘラー

(6) 生成と消1~'1) － ・般均衡条件 ラスキー

(7) 社会主義経営f形態 ボズυフスキー

(S) 社会主義経済における限界計犯の問題に

対する｝tえi!} ブルム

(9) 計図化の経済掛択と価格の問題 ミンク

(10) i:i業価格 ポホリール

(10 ：社会径併の1U!i マレッカ

(I今 社会主義経済の1i用と生産の適IE規模

(l~ 投ft効果の経済i/"i"i):

(1,1）経rn先艮H間の若－r-の！日J,lfj
l. 4上会主主経済学一般について

フィスツェJレ

ラコフスキー

ラヨ品ス夕、ー

ζのIHJJWは（1）の論文で総合的に論じられ’Cいる。ロー

ザ．プハーリンなどの社会主義社会では経済学は消滅・t

るという論は， 1920~代すでにスターリンによって？？定

された。ランゲはまず，スターリンの主援の恨拠は社会

主義社会にも等間的法則が存在することを煎認すること

から始まるとし，をの法則とは，羽・nに史的唯物論のー

88 

般法則と第2に社会主義社会の特殊法則である止する。

前者は生産）Jの発展とそのj主的になる生産・｜却係との矛ltf1

および先lffi~l:.J!a 1i1係と抗本主義のFHllたる上部構造との
矛店ーのこっ－~あり， 21昨日の矛J行は，｜時級f見J係がi鳴lN！日j
係に転化し，本・力「1りIJ日ゃな行なう必裂がなくなったとす

る。かつて社会主誌社会内部での矛店が否定されたこと

があるが，この三つの矛防法・HU/J，社会主義社会合f発Mさ

せる！政l閣であると認めた毛沢取の人民iλJ{;J＞才目立の1mi1告を

向く滞自問する。そこで評者のランゲへの挺！日iは， ~l=.ita力

と此産｜均係の矛盾の命lffi有社会主義社会に適｝［卜する阪は
も，かれは「~，三産力の発展とその底的となる l.j:_yf::関係」

というJI予でJ耐えている点であるの中国ではー・ll立にこの京

現は坑木主義以前の生産様式に使用され，社会主義的生

産様式では「進んだ生産関係とそれに追いっけない生産

の発朕」という形で理解されている。論文（I）の範Pitでは

ランゲのJ,＇.！；立がどこにあるのか不明である。あるいは英

訳の誤りか。

?AJ 2の客観法則たる社会主義経済の特別；法則として間

つを挙げている。仰再生舟の法則，（ロ）社会主義経杭のH

的，り／ii日立法則，伺管理組織一般の！日u却の四つである。
例制は管政経済学；のl河j也と考えられよう。昨今では，近

代経商学のi渚成月ミ ft'.'急速に輸入し，計四iの立案とその•TI:

.DJ；耐｛に暫しいJcJ.民がみられるo 肘）伺は後でより，i干しくt.{1
介する。（ロ）は経済計画立案においてもっとも基本的な《!Jh

となるものである。論文ω；こも触れられており，（イ）との
凶主主において紹介しよう。この頃で取り上げるのは付の

価値法則の問題である。

著者は社会主義社会に価値法則が作用する理山~＇ !!=. 

産手段の所有制の多様tiと消il日財の私的所有：1;11のニつに

求めている。この2点は従来公認されている理，i命で‘あっ

て論評の必要はないが，問題は社会主：民国家rt日の！1:.P.巨手
段の私有11ifJの羽尖と仰i他法nuとの珂係である。ランゲは
このJ誌に対し， l9lli；紀後三，~から却 ill；紀初JU］にかけて，多

くの社会主；益者は'11t命によって l国内で社会主義的所有

1IJIJが成立し，ぞれがしだいに凶j探（1'1社会主諮問家IIUの社

会主治所イf11;1Jに兎脱していくと考えていたと泊述してい

る。この；記述のrいにはランゲの＇.（glは何も述べられてい

ない。すなわちランゲが価値法則の作用存続の一半の脱

出として1:.産手段所有11l!Jの多様性を述べる際には，怖に

「l五l内の」という前艇を立てているように，M.UJJ.lZ>o

現在の中ソ論φの；!fc：民な一半のφ）iは，多数悶家の社
会主：＆ti；会建設の11m也ーにある。すなわち国際的な社会主

義国家間の生産手段の所有が成立している今E，これら



--
悶家1:uの政治的経済的関係をどう処理するかという点で

ある。政治方市のi則係論はさておくとして，経済ブiii1iの

間際関係に｜期するものは，具体N.1には貿易J.11店内とコメコ

ンにみられるj経済協訓のil:J)Wであろう。ニの二つの™時

点での！日J:迫は，さらに将来，発Jiil段附の4口述する社会主
諸国家がいかなる形で悶際的な社会主義的所出・司；IJを災訓

していくかという i:rn泊になろう。 •I市ソ論q，はこれらのIBJ

j副の理論fじのー過程とも考えられるのである。社会主義

社会における経済的論関係は，マルクス主；昂の古典的JjlJ

姶f古によってすでに~lli象的に十分li'/iかjしている。このWt
忽的な日！論が，現実の新しい1-N況にそって通川され共体

化されてきた。 I［.当社会主義の理論はまさしくこの I例

である。とすれば， 20世紀の初j叩に 1I司社会主義所1f~IJIJ

が，川次多数凶家の社会主義的T9NJ1L~Jに修行すると考え

ていた・JH湿が，都2次大戦以後の多数社会主義1m誌の成

立によって具体的な別史的なmi;舗として｛｝J｝，，｝ しているよ

うに思われる。そニで社会主諮問全体の社会主義~設を

よりいっそう発股させるためには，多数社会主義国家llll

の医際的な社会主義的所有制への修行－の理論とこの間な

処.1mする（111iMt法JIilの男I！論が発映させられなければならな

い。ランゲが本論文を執策したのが1957年llfjであるか

ら (1957{1よil月18日，ベルグラードの｜司際政治経済研究

所の；:1附r)，この!BJl叫がq1ゾt論争という形で顕在化する
以前であることを考えると．この点に対してこの論文に

不足を感ずることは当を件ていないとはj品われるが，社

会主義的所有↑wの多係性を強制する著者が，なにゆえに
価値法HUのIIJJ泌を評者が今述べたようななl床において．

社会主義経済学のffi~なそして現時点でもっとも紫：.；.，.な

解決が~請されている時間としてとり上げなかったか疑

問に思うのである。

2. 経済管理制度一般の1m凶について
ランゲのいう四つの社会主義のq・J；殊主ldlll(＝）にはいるIIIJ

起である。本書中には多くの学者がこの点に論及してい

る。

この問題の組問には，計画の方法，史現の方法，経済

計四の方法，統計組織，市Jj,｝の役割などいろいろな側々

の剤IIかい！日H越が含まれるが，本問題の基本は，これら制

かい諮問組の発生してくる生産決定権の問題に附着され

よう。まずランゲは，成熟したまたはJ!Jl:tl.!(111な社会主義

企業を「社会の利杭の供託者・として行動する労働者の自

治企業休j （論文（1), 12ぺ－ :P）ととらえる。こうした

企業が成立する社会を，成熟した完成に近い社会主義社

会と考える。そこでは周家の政治的権力の作用は後迎し，

者： 軒－

それに代わってf.•~M~t.i:経済法！1Ut; 【1'1; Jl；しはこめる（；治文

(1). J ,j ベーツ）。すなわ・ら， 1j:1央集i'{r;(i切な ~l.::m決定機出

が地方分取的な機構へと；mλ．各仇；i~にかなり J'.11!-r な決

定ftrl／）；許さ；jしることを立l見~－:i- る。；f？ーランドの｛｝カ年iii・

[i問中に~際に起ニった不都合な·.·11：例では， 11~；まの目的と

するものと金梁のそれとがたびたび一致せず，その結民

地方分怖i化の必要性がi泣かれた〈論文（I.;),331ぺージ〉。

この点に｜民i.i!liL，論文｛7）においてユーゴの労｛批評議会誕

生の＇111fJitとその；；判1lliおよび地方分般化への過程がとくに

官僚主義の似ii'〔化と｜均迎して分析されている。ランゲに

特徴的なことは，この基本的観点からIH発して社会主義

建設の過渡JU］の脱立の仕方である。すなわち中央集t括的

な行政方法のtrrnにかわって，地方分陥化し各金扱が経
治法Jlll会：初i日するニとによって経済活動が？止まれ，先に

述べたような企梁が広;r/:ii＂こ成立するときをも勺て過渡 Wl

の終結とみ0,i!.（である。これが過渡JU］を決定する決定的

な嬰来またはj司1(1h？はないにしても，非常にffiW!な到来

として挙げている（論文（2), 19ページ〉。

中間では過渡JYjの総路線の任務として社会主義改造と

社会主義工業化の三二つを挙げている（成法n：文〉。前者・は
195G1！三に越水的に完了したとされている。 j也被JYJの｜問題

についてU:, •Hi~はj位近の中ソJ命中をj凪じて，資本主義

かi:)J~，ir：：主義への.1-：勝行J~JI削と規定していることが知ら

れている。この点でランゲの蛇／1¥した過渡期論は興味を

覚えるが，他方行政的な方法が佐官f法川にとってかわる

と主張しているにもかかわらず， Jとの粍む守法別？土いカ‘な

るiヱ引ミでどの左J度利Ji]",i!ii色β、｛こついては説l児が不十分．ε 
説1Wr:
な:r:iI」tの必~係数を挙げているが’ニうした非政治的な

A遺体制的な技術係数関係のみを滋味するのか。

さらにランゲは，経済活動において経済法JI日が行・政命

令的な経済外強行ll!Jにかわってゆくニとは， l司家,!ti：力の消

滅とそれに代わる「j経部管理体jの；哉氏という形でとら

えていることも特徴的であるC論文(1), 13～15ぺ－；；）：：，

問家腕力のilぜi成のll!H也はすでにγルクス主義の古典の巾

で耳It論的な解明が行なわれているが，そのJIJ[論は｜｜上界的

規模において社会主義｜説家が成立していることを＇ilii従と

している。他方，現在の社会主諮問家権力の存立の珂！山

は，公式の説明にJ::Jtt ！－··つは間的の荘、（1~所有auiの存続，

ft木主義r'l<.J!.辻JJ1のk羽；出j告の充足存，ご．つiこは；五外のrt本
主3免の存干l：である。少くともこのご．つの条件が存あ
かぎり，｜刻家消滅は考えられない。さらに最近までボ!HJ

に付されていた社会主義国家間における生産手段の悶際
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的私有~I；リの r:u~は，中ソ論争を契機として朋在化し，論

争の経過は｜剖際的な社会主義的所有！Wへのj立を~－むので

なく，むしろ国際的な私的－・［I，）所有印lを強化する方向lこ

向かっているニとを示している。ニれらの詰糸件を考え

るとき， ランゲの言う経済計四iの迎行・が「経済法Jl.lj＂＇をも

って政治的行・政命令Iこかわるということのみから，ただ

ちにこれ合同家削減のJUj芥とみることは，はなはだ問題

があるように店、われる。中央部怖から地方分椛への務行

ρ本氏は，むしろソ述のm1次ら力年計画をひな形とし
て掛倣し，機構全体の副iO：化の反動として地方分柿化が

強く製求され（論文（7),146～7ページ〉，相々な官僚主義

の弊容を克服しないかぎり，雄前発展に支附をまたすと

いう認識に述したとみるほうが妥当である。 j佳史上かつ

て幾度となくみられたことであるが，体大な社会主設省－

でも，現~を組々な仮定の上lニ組み立てられた既存のマ

ルクス主義古典mu愉をもって解釈し， :J：行せん去：したこ
とがある。パリーコンミコーンの際の政府機｜見，分配問

題しかり， 10月革命以後の経済学削減四！論， 1'i:問rir-！減論
しかり，さらにまた 1 国社会主義それ l~I:,+,:J11i象flリ法則と

世界社会主義政論をもって考えられることがしばしばあ

うた。さらに社会主義社会の発肢を規定する矛Jifjの法Jll!

が，この社会にも存在し作用することがf町・5されるまで

には，毛沢｝1£まで待たねばならなかった。ニのようにマ

ルクス主：院は経典作家の？lh[efl的法JllJ'.1~や仮定をおいた消・

理論が，その仮定がif！民悦されたまま峨すべりして現尖へ

の越川が試みられることが多かったために，経《作家の

諸羽！拾の具体化やw.；定への．適応に際しては，政匁lれない
苦しみを社会主義Jill動の当事者・に与えてきた。ランゲの

この出家消滅脱却論が，経典f'r家の｜剖家前の航すべりで
なければ幸いであるo

3. ;11・泊の立架と計百lの説先lll］）出につい℃

計四項日の1:uJ週一一i治文（2）でランゲは阿家経i的l'iil.ilの
中に）(i少1qu11み入れられな！・－J-Jt,ばならない羽目として，

国民所得の部氏とお前への分間，および投資の配分の 2

m目を挙げている。今日われわれがニれを｜日｜くとごく当
たり前の常識と受けとれるが，ランゲに工；It.ぱ，いかな

るそn1,1 または，）＇／，日をいかなる披［均りす1・~.!Ji：こ入れていくか

は，計四の初j自には大HU!ll.iであった。例えば，；f？ーラン

ドでHI・i萌立探のi乱・キウリの泣け物や狩j¥l用のS¥fウサギ

の数i止まで中犬のa-1・聞の中に入れていたと記し，これは

笑話や冗談ではないとことわっている。 a・I河項円の問問

は，社会主義的所1nll1Jその他ワクラードの存在および生

産力水WIと深くl見lli1.,, ~F.EM ・消!J!iJ甘のうち，いかな

90 

るms分をいかなる機椛が決定していくかという:1（大な川
越である。これはさらに経済計凶のもつm悩ti：と右効性
の原則〈論文帥， 311ページ）にw：，，らして考えるべJil:.
l主決定椛の所花のHUJlaである。キウリのがtけ物や野ウサ

ギまで1f1火・号l・i閣に入れていた段附から，試行j/i;混合総－c

初めて計四の基本l~(Jlijを11iiH己の 2 唄 Ht乙しぼった当事者

のjlfl・こはmいす＇.＇／.ts・がある。若者・のι1-r隠lは各先子，＇W；会主義
国の経験にl県らして比般的むだのない，！！.：みができたとい

う指摘〈論文（2),21ベータ） f;t., ;i・h樹立案技術のJ'jI/iiと

経済発j品との｜則係を考えるー・JJ)Jとなろう。

工主主とfE投の関係についてー←良栄を主とする後進国

が，経読売肢を行なう途上で池辺iする諸困難のう・l:J，も

っとも大さなものは段業と：l：梁との｜到係，ナi：，；.わ・1・)_:1：挑

発棋の岐路となっている限装が発践するためには逆に工

業の発展なくしては不可能であるというi:日凶であるο ニ

の現象のメカニズムは一般に

:ill：工業への投資→部rli人口のj的大

く器ti}~認~~~現実二議ltft虫~~絞のぼうー凶肢
の発生という形に図式化でさる。そこで工業の政栄！｜：般

財の供給がi削Ii し， t足i長生産i~I:セ恒常的に引き上げられ

る.l:うになるまで，いかなるc.g民政策を取るべきかがHH
1凶となる。水引の多くのi論文（例えば（2)(-1)(5)(7)04））は，ま

ず工巣化と社会主総改造の｜可11~＇・遂行は不可能であるとい

う立場に立つ。そこでこのJUJIBI＜土小民経営を維持発！民さ

せつつ，義務供11111,IJでjJJj記の矛店・を解消していくことを

主張する。そのF.1山として，工業が段業生成JU・をe~i合し

うるようになる前に合作化を行なうと，従来まてe行なわ

れた民民の投資が扱滅する。したがって，小出生産様式

を維持して小ぬ民の潜在投資格力を利用したほうが，生

産性の向上をもたらすことを挙げる〈論文ω）〉。論文（4）の
著者は義務供出i閣を採川する二とによって，小品制度iζ

おいても商品化！被物不足の矛盾を解決できると主張する

が，.f:1国の経験（1954,55fj三）からみれば，小路佐官では£ミ

村のrrj1~位向が急Jfj ！.，義務供I.LI11~1はいくたの行政上の諸

困雄にぶつかった。ポ｝ランi:の経験と中国の事的は若

しく貝．なるであるうから，画－的な解釈はなされるべき

でないが，著者の論述はかならずしも説得的ではない。

投資と』！色村からの労働務励について一一論文（坊は，労

｛劫静動は投資によって7）.とまるが， j也多のJ多助は新しく移

動した労働力の資本装備＆－1の低下をもたらし，民主jfti：こ

おいても生産の低下をもたらすことを分析している（8：~

ぺージ〉。これはポーランドの応用の短大化を計回 J~（.PJ! 



とする G7J年計四が後挙後j誌を余儀なくされた＊尖〈論

文帥〉を考えると，：rn~な指摘であるo 中閣の大f(cl進政

titがもたらした中小工携の建設と，その後退とを＇：）＇$・え合

わせると，著者の指摘はいっそう印象深い。

工梁と g担梁との投fff~先l:llll!'iについて一一｜別殺の宇<JJJYj

では虫工；誌の悦先発展政策がとられる結果，梢'1'1財〈そ
のm盟問；分は民産物〉の発肢はそれに！照応するようにき
められる。すなわらマルクスの』lh象的な再生.i?i'EU式のね；

号を川いれば c~ c詰うt日J吋部門への投資〉はV，十M,（生
庇・JY・部門の付加！illifll'.i)1.：照応するようにきめられる。と

ころが生産水準が上叫し l主IL己の加裂が生産を決定する

段｜府（社会主義経怖の日的論に対するスターリンの命阻j)

に述すると，らを1Qhとして生産財部門がきまる（論文

(4), 68ぺーツ〉。 ζの荷｜・闘原理は経済発！民のきわめて遮

れた悶，例えば中閣の発展過程ではもう一つ新しい角度

から考えなければならない。そこでは，ある時WIまでJ・I・
聞はCzを位，先的に決定しなければならない。このC2は

国民の生存を剥U-.t-ずる最低必要此の確保を芯；味ずる。中

書評

｜羽では58ii乙以後の経験すど過して， 59年後半にはすでに

c主をまず飽先（19に決定せよ，という :im論がl民間されて

いる。従来までv，＋川，を！｜引lに投資をf与え．しかるの・t:-.,
l二それにIt~比；した形－σc~ が考慮される段階と，人民の

生活水市の上'ii・をまず考え，それに照応して V1+M1を
決定する段；惜のニつが，中間の例ではもう一つの段階が

必要であることを示している。すなわち C2ーペ，， +M1-• 

c.~ と計·;iJijの似先；IJi位が免践の 3 段滑に泊って務行する

のであるcわれわれはここにきわめて遮れた段階から近

代化へはいる社会の蹴しい現実をみるのである。

以上，；持者が当i市関心の強い/UJlWを中心に紹介してき
たが，これらの問湿のほかに社会j~！；皮下の投資効却，経

済~－f・ '-h-, fi金などのIll；泌があるが，紙数と n~，・ llnの制約か

ら触れえなかったロ総体的に中国の経済論文の“硬さ”

と，本illの翌日論の“ii止さ”の好刈・JV.1にいささかの困惑を

感じfこ。

（アジア純計研究所河査研究部出1ID,·.~1f.室 小山尚治〉

インドの第3次5カ年計画 CI・ II) 

一一翻訳シリーズ tr~ 9 !-11一一

;'.i1U;i: 旨l・j[!ij的1m発の目探
部 21~

節3y;t 

第，＼ljf. 

部5）立

~6常

都7r,;: 
第8JiL 
~H9~ 
部10:t;J:

長期的経済発股

計四下の10年

釘I3次5カ年計四へのアブローチ

m3 次計四の瓶~

a’~ 3 "~ 5カ年計画の財源
第，3次制－画のための価格政策

外国貿易の発展

均盤的なj也l戎開発

)ill用と人的資源

第lUfi: スタッフ所要数と訓練プログラム

第l2li'i: 天然資源

部13政協同組合

都14泣土地改革

節目立労働政筑

都16l'立公共企梁の組織

銘口元t管理と計画の遂行

mrn託公衆の協力と参加

節19:iT,; 民業生 i!fl:

第加工吉村落｜卸売

部21立技苗，酌I.'!!:および漁業

第22:ii'i: 2深林と土挺保全

第23章 llミ栄労働力
抑241j'i: ifc! 1班・発 Hi 

前よ5・平村部・小規模工諜

却261注工 ;')~ 

m2nr,; 拡梁および石？Iii
tr~謁J7i；迎 H；；と通信

第291立教 背

筋301／！ 技術教育

白1~314£ 科学・技術の研究

負1J32JTt f月＇.：他および：衣J主主十，，H
部3：~i；元住宅建設と郁Tliおよび地方社回i

b’:~31,:1;.: 後逃階純の宵成

卸35:iμ:・稲祉 a-i- 岡

結 f.l.i・付録
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